
露店・屋台などを出店される皆さまへ 

 

祭礼、縁日、花火大会、展示会などの不特定多数の来場者等が集まる各種イベントにお

いては、火災が発生すると大きな被害となるおそれがあります。 

 このような場所で火気等を使用する器具を取り扱う場合は、「火災予防条例」に基づいて

『露店等の開設』を届出し、『消火器』を準備しなければなりません。 

 各種イベントの主催者、出店者及び関係者の皆さまは、下記事項に注意して火災予防に

努めてください。 

 

 

※裏面で露店の防火安全をチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火気を使う器具を使用するときは 

届出や消火器の準備が必要です  

火気等を使用する器具の取り扱いに係る火災予防上のポイント！ 

・電気器具を使用する際は、たこ足配線を

しない。 

・火気使用器具周

辺には、可燃物等

を置かない。 

・火災が発生し

た場合に備え、

設置場所や取

扱い方法を把

握する。 
・消火器が腐食

しているもの

や、安全栓が抜

けている物は使

用しない。 

・ボンベは、鎖等

で固定し、安全

な場所に設置す

る。 
・直射日光や火

気の近くを避け

た場所に設置す

る。 
・ホースはひび割

れや劣化したも

のを使用しない

こと。 
・使用後は、元栓

を閉めること。 

・ガソリンは、金属製容器で貯

蔵し、高温になるところや直射

日光を避け通気性のよい場所

に保管する。 
・容器の蓋を開ける前に圧力調

整ねじを緩めて圧抜きをする。 
・ガソリンを取り扱っている周

辺で、火気や火花を出す機械

器具等を使用しない。 

・不燃性の台を使用する。 

・風除け、床等は、不燃性のものを使用する。 
・ホースと器具・ボンベ

の接続部には、ホース

バンドを取り付けるこ

と。 

・燃料を補給するときは、必ず

エンジンを停止してから安全

な場所で給油する。 
・火気から離れた避難の障害

にならない位置で使用する。 
・長時間稼働する場合は、適時

にエンジンを停止させ、過熱に

注意する。 

・カセットコンロを覆うような鍋や鉄板は使用しない。 

・カセットコンロを２台以上並べて使用しない。 



露店等の防火安全チェックシート 
 

チェック項目を参照に実施状況を確認して下さい。 

項     目 チェック 

 ・設営状況 

 

避難通路等の障害になっていないか □ 

消防水利の妨げになる場所に設営していないか □ 

強風等で屋台・テントが倒壊・飛散しないように固定してあるか □ 

火災時すぐに 119番通報が出来る体制は整っているか □ 
 ・消火器 

 

10型以上（推奨）を備えてあるか □ 

使用期限内か □ 

変形・腐食はないか □ 

取り扱いを熟知しているか □ 
 ・発電機 

 
設置場所は安全な場所か □ 

燃料の確認をしたか（油種・残量） □ 

取り扱いを熟知しているか □ 

 ・ガソリン携行缶 

 

火気からの距離は保たれているか □ 

直射日光に当たらない通気性の良い場所に設定されているか □ 

貯蔵に適した容器に入っているか（○：金属製（UN ﾏｰｸ付）×：樹脂製） □ 

取扱量は（灯油を含む）４０ℓ未満か □ 

取り扱いを熟知しているか □ 
 ・LP ガスボンベ 

 

火気からの距離は保たれているか □ 

直射日光に当たらない通気性の良い場所に設定されているか □ 

転倒防止措置が施されているか □ 

ゴムホースの接続は適切で劣化はしていないか □ 
 ・コンロ 

 

周囲は可燃物から 15 ㎝以上、上方 1m以上の距離が保たれているか □ 

可燃物の上で使用していないか □ 

転倒・落下のおそれはないか □ 

カセットコンロは安全に使用しているか □ 

 

 お問い合わせ 

  弘前地区消防事務組合 消防本部予防課 

   TEL０１７２-３２-５１０４（予防課直通） 
               または最寄りの消防署・分署へどうぞ。 


